

























































さて話は変わりますが、“People come, people go” ということばがあります。国際言語
文化センターの英語教員の間でも、福島先生が英語英米文学科にもどったあと、アナ・
フォード先生が来られ、このフォード先生がカナダに帰国することになり、トーマス・マッ
ク先生が来られました。その後、シンシア・クイン先生が着任されましたが、ご家庭の事
情でお辞めになり、スタン・カーク先生が来られました。そして今でも心が痛みますが、
ポール・ロス先生が逝去され、吉田佳代先生が着任されました。その吉田佳代先生もご主
人の故郷ドイツに発たれ、吉田桂子先生が来られました。英語特定任期教員の先生方の動
きを加えるとさらにたくさんの方の出入りがあります。こうやって振り返るとこの20年余
りの中でずっと人が来たり去ったりしているのです。まるで組織も新陳代謝を繰り返して
いる生きものみたいです。そしてこのたび、国際言語文化センターの設立の時からのメン
バー、中村耕二先生が去ろうとしておられます。来年からは非常勤講師としていくつかの
科目は担当をお願いしておりますが、先生の研究室がなくなり、教授会でもお姿が見られ
ないとなると大変寂しく思います。ただ耕二先生はお元気でいらっしゃるので、甲南大学
をリタイアされても奥様と共に人生を楽しまれ、ご活躍されることでしょう。私はいつも
耕二先生から学んでおります。これからもご指導、ご鞭撻よろしくお願い申し上げます。
